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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月1日(2021.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　σレセプタータイプ１細胞として細胞を分類することにおいて、
【化１Ａ】

テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フランメタンアミンヒドロ
クロリド（
【化１Ｂ】

）を使用する方法であって、
　（ｉ）前記細胞を、既知のσレセプター結合リガンドに十分に結合させることと；
　（ｉｉ）前記細胞に結合した前記既知のσレセプター結合リガンドの量を測定し、した
がって、コントロール特異的結合を得ることと；
　（ｉｉｉ）前記十分に結合した細胞を、検出可能な量の

【化１Ｃ】

を含み、
【化２Ａ】

テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フランメタンアミンヒドロ
クロリド（
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【化２Ｂ】

）を実質的に含まない組成物に曝すことと；
　（ｉｖ）前記検出可能な量の
【化１Ｄ】

の存在下で前記細胞になお結合している前記既知のσレセプター結合リガンドの量を測定
し、したがって、阻害性結合を得ることと；
　（ｖ）前記コントロール特異的結合と前記阻害性結合の間の差に基づいて、阻害性結合
率を計算することと；
　（ｖｉ）前記計算した阻害性結合率が５０％以上の場合、前記細胞をσレセプタータイ
プ１として分類することと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記既知のσレセプター結合リガンドが（＋）－ペンタゾシンまたは（＋）－ＳＫＦ－
１０，０４７を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物が
【化２Ｃ】

を実質的に含まず、
【化１Ｅ】

に関して２％（ｗ／ｗ）未満を構成する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】

【化１Ｆ】

の前記検出可能な量が、０．５ｍｇ～１００ｍｇを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
【化１Ｇ】

の前記検出可能な量が、１～２０ｍｇを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　必要とする被験体においてσ１レセプターの刺激を増強するための医薬の製造における
、エナンチオマー（－）テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フ
ランメタンアミンヒドロクロリド（（－）Ａ２－７３）の使用。
【請求項７】
　前記医薬が
【化２Ｄ】

テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フランメタンアミンヒドロ
クロリド（
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【化２Ｅ】

）のエナンチオマーを実質的に含まない、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記医薬が
【化２Ｆ】

を実質的に含まず、
【化１Ｈ】

に関して２％（ｗ／ｗ）未満を構成する、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　前記医薬が０．５～１００ｍｇの（－）Ａ２－７３を含む、請求項６に記載の使用。
【請求項１０】
　前記医薬が１～２０ｍｇの（－）Ａ２－７３を含む、請求項６に記載の使用。
【請求項１１】
　前記σ１レセプターの刺激の増強が、アルツハイマー病、認知症、脳卒中、虚血、酸化
的ストレス、神経毒性、またはこれらの組み合わせを含む疾患および障害に対する神経保
護効果を誘発する、請求項６に記載の使用。
【請求項１２】
　必要とする被験体においてσ１レセプターの刺激を増強するための、エナンチオマー（
－）テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フランメタンアミンヒ
ドロクロリド（（－）Ａ２－７３）を含む組成物。
【請求項１３】

【化２Ｇ】

テトラヒドロ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－２，２－ジフェニル－３－フランメタンアミンヒドロ
クロリド（
【化２Ｈ】

）のエナンチオマーを実質的に含まない、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】

【化２Ｉ】

を実質的に含まず、
【化１Ｉ】

に関して２％（ｗ／ｗ）未満を構成する、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　０．５～１００ｍｇの（－）Ａ２－７３を含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　１～２０ｍｇの（－）Ａ２－７３を含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１７】
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　前記σ１レセプターの刺激の増強が、アルツハイマー病、認知症、脳卒中、虚血、酸化
的ストレス、神経毒性、またはこれらの組み合わせを含む疾患および障害に対する神経保
護効果を誘発する、請求項１２に記載の組成物。
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